
■健康経営へ取り組むきっかけ
• 協会けんぽによる「健康宣言事業」の紹介がきっかけ。2018

年に発生した北海道胆振東部地震を教訓に、事業継続の
重要性を認識する中、社員の健康も事業継続性の要素の
ひとつであることに着目し健康経営を推進。

■健康経営に関する取組内容
• 健康診断の受診率100％、二次検査受診勧奨の他、様々

な付加健診を整備。心血管ドックは35歳以上の社員と40
歳以上の配偶者も対象。この他、50歳以上の社員に脳ドッ
ク、35歳以上の社員全員にがん検査を実施。実施は任意だ
が社員の負担は不要。

• 若手社員が中心となり、働きやすい環境づくりのためのワーキ
ンググループ活動を実施。資料の電子化の推進や、従来の
商慣習から脱却しFAXではなくデータで受注し営業部門に直
接情報を送れるようにするなどDXによる業務効率化を実施。

■取組の効果
• 先進的なオフィスデザインやウェブサイトを見た学生の求職者

から問い合わせが増えるなど福利厚生充実の効果を実感。
• 病気になるリスクは可視化しにくいなかで、社員の健康維持に

努める企業風土づくりを通じ、健康経営の取組が社員に浸
透することで、社員本人と事業の両面に効果大。

株式会社北海道クラウン（所在地：札幌市）

■企業概要
• 設立：1924年
• 資本金：4,000万円
• 従業員：70名
• 事業：卸売業（事務機器・事務用品等）

交流イベントの様子

事業継続性の観点から
設計され、過ごしやすさ
も取り入れたオフィス。
第32回日経ニューオフィ
ス賞「北海道経済産業
局長賞」受賞。

休憩時、少し横になりたいとき
に便利なタタミの休憩室。日
当たりも良好

イベントや交流の場として、多目的
に使用できるコミュニケーションホール

道産木材を使用したオープンなカフェ
スペースでミーティングや休憩が可能


